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議 員 定 数 の 削 減 平成22年度一般会計予算 。政務調査費の導入

務調査 兆

残 ギ
言素 定数 u減日

全国的に地方議会の議員定数削減が進んでしヽる。

高浜町でも厳ししヽ財政状況の中、特別職、一般職の給

与削減を始め、様々な行政改革が取組まれてしヽる。

日J議会としても身を肖」り、財政健全化に努めてしヽくこ

とが必要であるため、定数「]6人」を「]4人」に改める提

案をする。

町民の、「議員を減らせと」しヽう声の裏に|よ 、議員の

資質につしヽて間わイ孔てしヽるところもある。

2名欠員の現状に合わせる]4人とするより、真の議会

改革を実現するために|よ 、地縁・血縁中心の選挙で|よ 当

選が困難で、広く議員活動、政治渭動を行しヽ多くの支持

を得ることが求められる定数「12人」を提案する。

―

■発議第 1号

●提出者 的場 輝夫 議員

◎賛成者 西出 秀雄 議員

小幡 憲仁 議員

■発議第 1号に対する修正動議

●提出者 田中 宏典 議員

藤本  誠 議員

磯部 武史 議員

1年前に議員定数調査

特別委員会の制定を発議

し否決された。十分議論

した結果が今回の発議で

あり自信を持つて原案に

賛成。  小幡 憲仁 議員

議員定数肖」減にlよ段階

を踏むべき。

池田 康信 議員

福永 広子 議員

バランス感覚を持つて

程よしヽところに収めるこ

とが議員の良識。

粟野 明雄 議員

議会 |よ 住民にとって大

きな役害」がある。法で lよ |

22人 まで認め られてお

り、削減 |よ住民と行政の |

パイプを削ることに繋が

る。  渡辺  孝 議員

将来白勺に |よ 肖」減に前向

きで |よ あるが、委員会で

の議論 |よ真つ二つに分か

れている。町民との対話

を行しヽ、三分の三以上の

賛同を得て、発委で提案

することが望まししヽ。

山本 富夫 議員

2名欠員であり、議論 lよ

改選を待つべきと考えて

きたが、過半数の議員提

案で削減としヽう方向に進

むなら頭を切 り替え、総

合的な判断で修正案に賛

成。  磯部 武史 議員

若い世代の議員を望む

声が多しヽ。そのために |よ 、

報酬の議論も必要となり

定数 |よ 12人が妥当。

藤本  誠 議員

３
月
４
日
か
ら
始
ま

っ
た
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
高
浜
町
の
平

成
２２
年
度
予
算

（総
額
１
０
１
億

６
、
６
２
０
万
１
千
円
）
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。　
一
般
会

計
は
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
特

別
会
計
と
企
業
会
計
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
を
所
管
す
る
常
任
委
員

会
で
審
議
を
し
ま
し
た
。

（審
議

内
容
は
委
員
会
報
告
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
）

一
般
会
計
の
義
務
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
人
件
費
は
給
与
や
職
員

手
当
な
ど
が
昨
年
か
ら
減
額
さ
れ

た
た
め
に
約
１
、
５
０
０
万
円

（１
・

１
％
）
減
と
な

つ
て
い
る
が
、
子

ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
り
扶
助
費

が
約
１
億
８
、
８
７
８
万
円

（４９

・
６
％
）
と
大
幅
に
増
額
と
な

つ

て
お
り
義
務
的
経
費
全
体
で
昨
年

と
比
較
し
８

・
１
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
投
資
的
経
費
は
学
校
施

設
の
改
修
や
和
田
駅
周
辺
整
備
工

事
等
の
大
規
模
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
と
公
共
事
業
の
縮
減
に
伴
い
、

口貝
　
口貝
　
口員
　
口貝

議

議

議

議

孝

信

子

雄

則

康

広

明

田

田

永

野

横

池

福

粟

建
設
事
業
費
が
３
億
２
、
７
５
３

万
３
千
円
と
昨
年
に
比
べ
約
２
億

８
、
７
０
０
万
円

答４８

・
６
％
）

の
減
と
な

っ
て
お
り
関
係
事
業
者

に
と

つ
て
は
大
変
厳
し
い
数
字
と

な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
行
政
経
費
と
し

て

「白
宣
言
」
や

「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
構
想
」
な
ど
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

た
め
の
委
託
業
務
や
外
部
人
材
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
積
極
的
に

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（外
部
委
託
）

が
進
め
ら
れ
る
た
め
の
委
託
料
、

既
存
施
設
の
維
持
経
費
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
約
１
億
３
、
１
８

０
万
円
増
加
し
３９
億
８
１
３
万
６

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
高
浜
発
電

所
に
係
る
大
規
模
償
却
資
産
税
や

法
人
町
民
税
、
子
ど
も
手
当
交
付

金
等
が
増
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

町
民
税
や
固
定
資
産
税
は
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

残

平成22年 1月 25日 臨時会

■議案第2号 高浜田」議会政務調査費の交付に関する条例の制定について

■発議第 1号に支Jヨる値正動講
■発議第 1署

資威少勢史により否決
資戚多数により可決

これまで議員が自発的に調査活動を行う場

合の経費 |よ 、報酬の中から賄つてきた。政

務調査費の導入 |よ 、実質報砂‖の増額にあた

り田丁民の理解を得られるもので|よ ない。

報百1111増額としヽう側面 |よあるが、調査研究活

動の自由度が増しより良しヽ成果を生む。

使う使わなしヽ|よ後の判断とし、条例案につ

しヽて|よ 問題なし。

E5僑日】日73万日平円を可決

子彎総顕 101億 69620万 1千円

平成22年度一般会計予算

日1年比0.3% (2,098万2千円)士曽提 案 理 由

提 案 理 由

定数は

14人
定数は

状維
定数は

12人

10万2,000円
1人年間

反対討論 磯部武史議員 賛成討論 粟野明雄議員

田中宏典議員賛成討論

採決

3 第102号 を 評 どJ rl

貢威gフ数により可決

露ウ
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一 般 質 問

磯

部

武

史

機
構
改
革
か
ら
１
年
、

一
次
産
業
対
策
の
評
価
は

答
弁
　
出
回
戦
略
を
推
進
中

１
年
前
、
国
は
農
林
水
産
省
、

県
は
農
林
水
産
部
と
い
う
繋
が

り
の
中
、
農
林
水
産
課
を
な
く
す
こ
と

に
よ
り
、　
一
次
産
業
対
策
が
お
ろ
そ
か

に
な
ら
な
い
か
と
質
問
し
た
。

答
弁
は
、
農
林
水
産
課
の
ソ
フ
ト
部

門
を
、
商
工
観
光
課
や
企
画
情
報
化
の

機
能
を
あ
わ
せ
持

っ
た
、
ま
ち
づ
く
り

課

へ
統
合
さ
せ
る
方
が
、
販
路
拡
大
や

特
産
品
づ
く
り
な
ど
の
事
業
効
果
が
上

が
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

「
年
経
過
し
た
が
、
実
績
は
上
が

っ

て
い
る
の
か
問
う
。

副
町
長

「若
狭
た
か
は
ま
鮨
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
民
宿
や
仕
出
し
店
を
中
心
に
、

一
次
産
業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
、
販

路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て

い
る
。
関
係
団
体
や
協
議
会
と
の
更
な

る
意
思
疎
通
を
図
り
、
今
以
上
の
事
業

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
努
力
す
る
。

餌
付
け
」
の
断
ち
切
り
が
対
策
の
第

一

歩
①
檻
の
設
置
、
埋
設
な
ど
集
落
の
理

解
と
捕
獲
隊
と
協
力
し
な
が
ら
駆
除
を

進
め
る
。高

浜
で
は
狩
猟
免
許
取
得
者
が

少
な
い
が
増
加
さ
せ
る
啓
発
、

免
許
取
得
補
助
金
等
の
施
策
の
考
え
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長

増
員
が
望
ま
れ
る
点
で
補
助
金

等
の
創
設
は
猟
友
会
と
も
協
議
の
上
、

捕
獲
隊
と
し
て
の
活
動
を
条
件
に
積
極

「農
林
水
産
」
と
い
う
言
葉
が
な
く

な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
役
場
が
遠
く
に

感
じ
る
、
相
談
し
に
く
く
な

つ
た
と
い

う
声
を
受
け
、
課
内
に

「
一
次
産
業
対

策
室
」
等
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

「白
宣
言
」
は
事
業
計
画
で
は

な
く
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
と

ぃ
ぅ
が
、

２２
年
度
予
算
に
は
、
高
浜
白

宣
言
推
進
支
援
業
務
委
託
料
１
、
２
６
０

万
円
、
自
宣
言
お
よ
び
名
物
創
出
業
務

委
託
料
１
、
３
８
７
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
出
来
上
が
り
、
事
業

計
画
で
も
な
い
。

誰
に
何
を
委
託
す
る
の
か
。

町
長

外
部
の
方
々
が
町
内
に
入
り

「ま

ち
お
こ
し
」

「ま
ち
づ
く
り
」
活
動
両

面
か
ら

「高
浜
町
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
の
幅
広
い
活
動
支
援
委
託
料
。

い
ま
だ
に

「白
宣
言
」
を
理
解

で
き
な
い
と
い
う
声
が
多

い
。

理
念
は
理
念
と
し
、
事
業
と
切
り
離

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長

参
考
に
す
る
。

的
に
検
討
す
る
。

設
置
費
用
の
、
地
元
負
担
率
１２

・
５
％
を
特
例
的
に
下
げ

る
考

ま
ち
づ
く
り
課
長

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（農

道
整
備
や
排
水
施
設
、
回
場
整
備
な
ど
）

の
推
進
の
関
係
か
ら
金
網
柵
設
置
だ
け

の
地
元
負
担
を
下
げ
る
考
え
は
な
い
。

獣
害
に
対
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
交
付
金
の
財
源
充
当
を
考
え

て
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長

今
後
の
獣
害
対
策
に
係
る
事
業

内
容
や
必
要
予
算
額
及
び
他
の
事
業
と

の
調
整
を
経
て
決
定
す
る
。

通
学
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
内
浦

地
区
の
施
策
を
、
和
田

・
青
郷

地
区
の
遠
路
通
学
地
域
の
対
策
が
取
れ

な
い
か
？
少
子
化
で
集
団
登
校
が
出
来

ず
家
族
の
送
り
迎
え
が
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
！

教
育
委
員
会
局
長

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
を
聞
き
、

町
運
行
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
や
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
含
め
、
町
地
域
交
通

会
議
等
で
町
全
体
の
公
共
交
通
体
系
の

中
で
検
討
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

小

幡

憲

仁

町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

中
間
報
告
の
考
え
は
な
い
か

答
弁
　
今
年
７
月
を
め
ど
に

中
間
評
価
を
行
い
公
表
す
る

野
瀬
町
長
就
任
後
ま
も
な
く
２

年
が
経
過
す
る
。
選
挙
で
示
し

た
マ
ニ
フ
エ
ス
ト

「高
浜
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
宣
言
」
の
達
成
状
況
を
中
間
評
価
し

て
町
民
に
公
表
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

こ
の
２
年
間
の
取
組
み
を
自
己

評
価
し
７
月
頃
に
中
間
報
告
す
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
守
ろ
う
と
す
る
努

力
、
姿
勢
を
評
価
い
た
だ
き
た
い
。

◆
病
児
デ

イ
ケ

ア
事
業
が
実
現
し
な

か

っ
た
理
由

の
説
明
を
求
め
る

答
弁
　
当
初
計
画
で
は
条
件
が
揃
わ

な
か
っ
た

病
気
の
子
ど
も
を
あ
ず
か
る

「病

児
デ
イ
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
、

平
成
２‐
年
度
で
予
算
化
さ
れ
た
が
実
現

し
て
い
な
い
。
共
働
き
世
帯
か
ら
は
期

待
感
の
高
か
っ
た
事
業
だ
け
に
実
現
し

な
か
っ
た
理
由
の
説
明
を
求
め
る
と
と

も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
問
う
。

保
健
課
長

高
浜
病
院

の
訪
問
看
護

ス
テ

―
シ
ョ
ン
で
実
施
す
る
計
画
だ

っ
た
が
、

①
小
児
科
　
②
隔
離
機
能
を
持

つ
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
　
の
条
件
が
揃
わ
な

か

っ
た
。
今
後
、
高
浜
病
院
内
あ
る
い

は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
か
で

実
現
に
向
け
協
議
す
る
。

◆
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船

の
廃
船
に
補
助
金

増
額
な
ど

の
解
決
策
が
必
要

答
弁
　
適
正
な
年
度
別
事
業
費
を

策
定
し
、
補
助
事
業
と
し
て

検
討
す
る

漁
船
が
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
と
な
り
、
速

度
面
、
耐
久
性
で
は
優
れ
て
い

る
が
廃
船
処
分
に
多
額
の
経
費
が
必
要

と
な
っ
た
。
昨
今
の
漁
業
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
で
中
古
漁
船
の
市
場
が

低
迷
し
、
漁
業
離
職
者
の
廃
船
処
分
が

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
金

増
額
等
の
解
決
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

応
分

の
補
助
支
援
を
し
て
い

る
が
漁
業
離
職
者
の
増
加
、
費
用
負
担

の
増
大
で
厳
し
い
。
漁
協
と
十
分
に
協

議
し
適
正
な
年
度
別
事
業
費
を
策
定
し

補
助
事
業
と
し
て
検
討
す
る
。

山

本

富

夫

烏
獣
被
害
対
策

は
万
全
か
！

え

は
？

獣
害
対
策
に
対
す
る
２２
年
度
予

算
は
万
全
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

捕
獲
奨
励
金
の
増
額
。
捕
獲
檻

の
増
設
。
追
い
払
い
用
具
の
拡
充
。
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
増
員
。
金
網
柵
の
導
入
。

牛
の
放
牧
助
成
金
な
ど
を
計
上
し
て
対

応
す
る
。猿

・
イ
ノ
シ
シ

・
シ
カ

・
ア
ラ

イ
グ
マ
等
の
抜
本
的
な
駆
除
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長

「人
馴
れ
学
習
」
と

「周
年
の

一 般 質 問

栗

野

明

雄

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ツ
シ
ヨ
ン

の
設
立
を

答
弁
　
県
の
回
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

で
対
応
し
た
い

フ

ィ

ル

ム

コ

ミ

ツ

シ

ヨ

ン

と

は

、

映
画
テ
レ
ビ
な
ど
の
、
ロ
ケ
撮

影
の
協
力
体
制
を
言
う
。
こ
れ
は
国
際

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
国
内
で
も
設

立
が
相
次
い
で
い
る
。

高
浜
町
の
景
観
、
風
景
、
町
並
み
、

地
元
の
歴
史
、
偉
人
な
ど
に
関
心
が
向

き
、
観
光
振
興
な
ど
、
高
浜
の
広
報
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

過
去
に
は
、
高
浜
で
も
多
く
の
映
画

ロ
ケ
が
あ
り
、
町
民
の
記
憶
に
も
残

っ

て
い
る
。ま

ち
づ
く
り
課
長

町
の
宣
伝
効
果
、
観
光
地
と
し

て
の
誘
客
効
果
に
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

だ
が
、
要
望
に
応
え
ら
れ
る
人
材
や
費

用
が
い
る
た
め
、
現
在
県
が
進
め
て
い

る
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

ヘ
協
力
し

た
い
。
ま
た
、

「映
画
等
誘
致
連
絡
〈
至

を
立
ち
上
げ
て
ロ
ケ
誘
致
に
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。

◆
高
速
道
路

の
無
料
化
の
対
応
は
？

答
弁
　
効
果
に
期
待
で
き
な
い

舞
鶴
若
狭
道
が
無
料
化
さ
れ
る
。

通
過
の
町
か
ら
、
目
的
の
町
を

目
指
し
て
、対
策
と
実
行
が
必
要
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

Ｅ
Ｔ
Ｃ
料
金
を
千
円
に
す
る
社

会
実
験
で
も
、
観
光
入
り
込
み
客
数
に

つ
い
て
は
効
果
が
薄
か

っ
た
。
今
回
も

期
待
で
き
な
い
。
高
浜
町
だ
け
の
対
策

で
は
、
効
果
が
薄
い
の
で
、
県
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
原
子
力
教
育

の
副
読
本

の
導
入
を

答
弁
　
県
や
学
校
と
協
議

地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
原
子

力
発
電
所
が
、
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
正
し
い
理
解
の
た
め
の
副
読
本

を
使
わ
な
い
か
。

教
育
長

エ
ネ
庁
と
、
文
科
省
の
共
同
事

業
で
作
ら
れ
た
。
新
学
習
指
導
要
領
で
、

原
子
力
に
関
す
る
内
容
の
充
実
が
図
ら

れ
た
の
で
、
そ
の
指
導

の

一
助
と
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

鍮
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辞
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新1年生に配付 防犯ブザー

一 般 質 問

西

出

秀

雄

橋
と
子
ど
も
の
安
全

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
を
２‐
年

度
で
実
施
。
そ
の
結
果
は
。

又
改
良
計
画
は
有
る
の
か
。

相
劇
〕
製
牌
難
嚇
岬
昧

点
検
基
礎
調
査

を
実
施
、
緊
急
に
架
け
替
え
な
ど
必
要

と
な
る
橋
梁
は
な
し
。
平
成
２３
年
度
、

全
道
路
橋
に
対
し
て
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
し
、
延
命
化
に
向
け
維
持
管

理
を
進
め
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て

①
町
民
へ
の
説
明
と
広
報
の
予
定
は
。

②
所
得
制
限
は
あ
る
か
。

③
障
が
い
者
、
母
子
、
父
子
家
庭
の
医

療
費
窓
回
負
担
が
あ
る
が
申
請
し
な

く
て
す
む
よ
う
に
出
き
な
い
か
。

「引割帥は岬藤ら受給者証の送付。

３
月
４
月
の
広
報
誌
に
掲
載
す
る
。

②
所
得
制
限
は
な
し
。

③
窓
口
で

一
旦
支
払
う
の
が
原
則
で
県

的

場

輝

夫

「大
新
東
グ
ル
ー
プ
」
の

当
町
で
の
活
用
の
目
的
は

答
弁
　
当
町
の
行
財
政
改
革
に

寄
与
さ
せ
る
た
め

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
多
目
的
雨
天

用
屋
外
体
育
施
設
に
調
査
設
計

委
託
料
が
計
上
さ
れ
た
、
若
狭
の
大
会

が
開
催
可
能
な
規
模
で
検
討
さ
れ
る
の

か
。

「
引
劇

翔
解
］
雌

公 ．
酬
権
筆

旦
来
総
八
ロ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
出
来
る
だ
け
高
齢
化
時
代

を
に
ら
み
、
将
来
的
に
悔
い
を
残
す
事

の
無
い
施
設
と
な
る
様
検
討
し
た
い
。

「大
新
東
グ
ル
ー
プ
」
の
参
入

に
よ
り
、

「道
の
駅
」
従
業
員

２
屋
用
は
守
れ
る
の
か
、
又
、
今
後
こ

の
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
。

一劇
測
一

「
円丁

雌
活
性
タ
ウ
ン
一局
浜
」
と

「大

新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
で
業
務

委
託
契
約
に
よ
り
、
管
理
運
営
が
任
さ

れ
る
事
と
な
る
が
、
基
本
的
に
は
雇
用

は
守
れ
る
。
企
業
や
官
公
庁
の
ア
ウ
ト

内
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
申
請
は
な
し
、

県
外
の
場
合
は
必
要
な
書
類
を
添
付

し
申
請
が
必
要
。

①
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
調
査

安
全

マ
ッ
プ
の
更
新
点
検
は
。

②
防
犯
ベ
ル
の
調
子
は
。

③
県
の
不
審
者
の
情
報
は
有
る
の
か
。

教
育
長

①
年
度
当
初
や
学
期
毎
に
担
当

教
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
よ
り
点
検

を
実
施
。

②
小
学
校
入
学
時
に
配
布
し
て
い
る
。

③
県
教
委
や
県
警
か
ら
の
情
報
提
供
に

基
づ
き
安
全
対
策
を
行

っ
て
い
る
。

ソ
ー
シ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
会
社
で
あ

り
、
将
来
的
に
も
我
が
町
の
行
財
政
改

革
に
も
寄
与
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
で
最

初
に
実
現
す
る
の
は

・
財
源
は
。

痢
引
劇

酬
藤

・
福
祉
の
核
と
な
る

「安

心
ゾ
ー
ン
」
を

「ど
の
よ
う
な
か
た
ち

で
整
備
し
て
い
く
か
」
で
あ
る
。
財
源

は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
や
、
国
県

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
で
対
処
す
る
。

内
浦
港
整
備
中
止
に
よ
り
、
新

た
な
視
点
で
内
浦
振
興
を
図
れ
。

池

田

康

信

住
民
参
加
型
の

街
づ
く
り
は
１

答
弁
　
幅
広
い
分
野
で

懇
談

・
意
見
交
換
を
図
る

地
域
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
①
地
域
有
識
者
の
提

案
②
町
政
説
明
会
③
ま
ち
づ
く
リ
フ
オ

ー
ラ
ム
　
等
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
考

え
方
は
な
い
か
。

町

長
今
年
５
月
に
任
期
３
年
目
に
入

る
が
、
１
年
目

「現
状
把
握
」
２
年
目

「計
画

・
体
質
改
善
」
３
年
目
よ
り
実

施
段
階
と
捉
え
町
政
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
、
更
に
質
問
の
趣
旨
も
踏
ま

え
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
区
画
圃
場
整
備
事
業

・
中
山

間
総
合
整
備
事
業

へ
の
積
極
的

支
援
策
は
。

「
劇
〕
礎
淵
健
鋤
脚
蝶

盤
整
備
事
業
に

対
し
て
は
人
的
支
援
、
事
業
期
間
内
に

運
営
費
助
成
、
事
業
完
了
後
５
年
間
は

水
利
施
設
の
維
持
補
修
費
、
更
に
事
業

費
と
は
別
に
事
務
費
の
助
成
を
実
施
し
、

将
来
的
に
土
地
改
良
区
自
立
運
営
支
援

策
を
検
討
す
る
。
中
山
間
総
合
整
備
事

業
に
は
、
国
、
県
の
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
支
援
す
る
。

改
正
農
地
法

・
農
振
法
の
適
正

運
用
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

今
般

の
改
正
農
地
法
は
①
農

地
転
用
許
可
の
厳
格
化
。
②
農
地
の
流

動
化
の
規
制
緩
和
。
の
２
点
が
大
き
な

改
正
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
趣
旨
に
沿
う

よ
う
事
務
処
理
の
適
正
化
を
図
る
。

農
振
法
に
関
し
て
は
整
備
計
画
の
変

更
事
務
手
続
き
等
は
農
業
委
員
会
と
連

携
を
蜜
に
し
、
事
務
局
１
名
増
の
体
制

強
化
を
図
る
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対

策
と
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

∃

臓
愕

熟

ぴ

取
地

ま
な
い
か
は
、
何
分
２‐
年
に
制
度
化
さ

れ
た
も
の
な
の
で
、
現
在
課
内
で
検
討

し
て
い
る
。

ま
た
、
有
害
獣
対
策
で
国
の
特
別
措

置
法

の
活
用
は
今
後
検
討
の
上
考
え
る
。

ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
は
、
現

在
県
と
計
画
調
整
中
で
あ
る
。

一 般 質 問

新
年
度
計
画
に
企
業
誘
致

・
起

業

・
特
産
品
の
数
値
目
標
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
町
政
の
方
針
と

違
い
が
あ
る
の
か
。

引
川
〕
畷
脱
市
脈
脚
朔
隊

補
地
の
企
業

誘
致

・
株
式
会
社
が
１
円
か
ら
で
も
起

業
可
能
で
あ
り
起
業
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
支
援
す
る

。
特
産
品
に
つ
い
て
は
今

あ
る
産
品
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る

こ
と
を
確
実
と
し
て
い
き
た
い
。

渡

辺

　

孝

「脇
坂
」
の
整
備
は

あ
わ
て
ず
に

答
弁
　
「青
の
里
構
想
」
を
す
す
め
る

「脇
坂
」
の
整
備
に
つ
い
て
、

町
は
、
眺
望
喫
茶
と
レ
ス
ト
ラ

ン
、
そ
し
て
自
然
体
験
学
習
を
行
う

「ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
電
力

の
運
転
員
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
施
設

も
誘
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長

期
に
わ
た
る
経
済
不
況
と
財
政
難
の
な

か
で
、
新
た
な
施
設
建
設
は
後
年
の
重

荷
と
な
る
。
ま
た
、
関
西
電
力
の
施
設

誘
致
は
町
の
利
益
と
な
ら
な
い
。
当
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
あ
わ
て
ず
町
民
の

意
見
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

「
日
一
脚
卿
藤

地
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
、
防
災
工
事
及
び
町
の
地
域
振
興
に

寄
与
す
る
た
め
県
が
整
備
し
た
も
の
で

あ
り
、
行
政
財
産
上
か
ら
も
企
業

へ
の

売
却
は
制
限
が
か
か
る
と
の
申
し
出
が

あ

っ
た
た
め
、
誘
致
を
断
念
し
た
。

し
か
し
、
眺
望
カ
フ
エ
と
自
然
環
境

を
体
験
学
習
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
を
基
本
と
す
る
整
備
は
進
め
る
。
現

在
、
　
望
目
の
里
構
想
」
を
ま
と
め
る
住

民
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
構
想
の

実
現
を
め
ざ
し
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

◆

「県
産
材
活
用
事
業
」
の
拡
充
を

答
弁
　
県
に
働
き
か
け
る

福
井
県
は
、
県
産
材
を
利
用
し

て
個
人
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
、

一
定
の
補
助
を
す
る
事
業
を
す
す
め
て

い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
町
が
行
っ
て

い
る

「住
宅
改
修
費
助
成
事
業
」
を
利

用
し
た
場
合
は
県
の
こ
の
助
成
事
業
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
。
県
産
材
の
普
及

と
い
う
本
来
目
的
か
ら
い
つ
て
も
、
ま

た
県
事
業
と
町
事
業
と
い
う
次
元
の
違

い
か
ら
も
こ
れ
は
納
得
で
き
な
い
。
補

助
制
度
の
併
用
は
で
き
な
い
か
。

「
周
〕
理
隅
陛
輸
嘲
縣

は
ヽ
制
度
併
用

の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

県
事
業

の
本
来
目
的
は
県
産
材

の
需
要

拡
大
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
制
度
の

拡
充
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
県
に
働
き
か

け
て
い
く
。

日
劇
〕
仙
鵬
伸
奴
判
棚
張

新 ．
制
嫌

祝
点

で
検
討
し
、
町
の
総
合
計
画
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

劉
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予算・決算特別委員会報告

予
算
。決
算
特
別
委

委
員
長

小

幡

　

生思
仁

《署
議
事
項
》

◎
付
託
案
件
の
審
査

■
議
案
第
フ
号
　
平
成
２‐
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
６
号
）

《補
正
予
算
の
概
要
》

平
成
２‐
年
度

一
般
会
計
予
算
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
、
０
３
０
万
５

千
円
を
追
加
す
る
。

《審
議
の
概
要
》

◎
減
債
基
金
８
、
９
０
８
万
３
千
円
を

積
み
立
て
す
る
が
、
町
債
の
繰
上
げ
償

還
予
定
の
質
問
が
あ
り
、
平
成
２３
年
度

に
公
有
水
面
埋
立
事
業
債
２
億
９
千
万

円
の
範
囲
内
で
繰
上
げ
償
還
す
る
計
画

が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
実

費
負
担
軽
減
事
業
補
助
金
の
減
額
補
正

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
平
成
２２
年
１

月
末
時
点
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
１
、

１
６
１
人
の
う
ち
７３
名
が
助
成
対
象
者

で
あ
り
予
算
残
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る

ま
た
、
音
声
告
知
機
に
つ
い
て
も
２

～
３
年
以
内
に
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交

付

金

を

充

当

し

て
、

防

災

行

政

無

線

に

も

対

応

可

能

な

告

知

機

ヘ

の
更

新

計

画

力

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た
。

◎
外
灯
電
気
料
助
成
金
３
８
２
万
９
千

円
に
関
し
て
質
問
が
あ
り
、
各
区
か
ら

要
望
の
あ

っ
た
区
有
外
灯
の
補
助
率
を

５０
％
の
目
安
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ

る
が
、
各
区
で
外
灯
の
電
気
料
金
に
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
公
平
感
の
高
い
助

成
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

【民
生
費
】

◎
瑞
祥
苑
運
営
時
間
延
長
業
務
委
託
料

１
７
７
万
２
千
円
に
関
し
て
質
問
が
あ

り
、
高
浜
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
利

用
の
観
点
で
高
浜
地
区
区
長
会
か
ら
夜

間
利
用
の
要
望
が
あ
り
、
午
後
５
時
半

か
ら
９
時
ま
で
の
利
用
に
つ
い
て
瑞
祥

苑
指
定
管
理
料
と
は
別
立
て
で
委
託
料

を
予
算
計
上
し
た
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

た
め
減
額
補
正
し
た
。
更
に
、
こ
の
軽

減
事
業
の
来
年
度
予
定
が
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
４
月
以
降
の

予
算
確
保
の
た
め
２
０
０
万
円
を
繰
越

明
許
し
た
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

◎
高
浜
漁
港
上
屋
施
設
を
町
施
設
で
整

備
す
る
理
由
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

補
助
金
支
出
が

一
般
的
で
は
あ
る
が
、

交
付
金
充
当
の
た
め
町
施
設
で
整
備
し

た
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト

ン
テ
イ
ー
構
想
と
の
関
連
は
、
先
行
整

備
し
た
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
構

想
の
要
素
の

「高
浜
ら
し
い
景
観
」
と

い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
設
計
し
た
施

設
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

【間
工
費
】

◎
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演
開
催
補
助
金
５

５
０
万
円
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
現

在
、
小
浜
市
が
落
語
、
若
狭
町
が
壬
生

狂
言
を
取
り
入
れ
た
観
光
振
興
を
目
指

し
て
い
る
。
高
浜
町
と
し
て
は
七
年
祭

り
の
演
目
が
歌
舞
伎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
物
の
歌
舞
伎
を
町
民
が
鑑
賞
し
感
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
観
光
振

興
の
み
な
ら
ず
七
年
祭
り
を
伝
承
で
き

る
文
化
活
動
の
底
上
げ
を
行

っ
て
い
く

ね
ら
い
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

◎
諸
収
入
と
し
て
、
嶺
南
鉄
道
整
備
促

進
基
金

（小
浜
線
電
化
分
）
返
還
金
３
、

１
４
６
万
９
千
円
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
現
在
、
当
該
基
金
の
残
高
が
４
億

５
千
万
円
と
な
り
、
嶺
南
各
市
町
で
協

議
の
結
果
、
今
後
１０
年
間
年
額
２
千
３

百
万
円

（合
計
２
億
３
千
万
円
）
を
電

化
促
進
事
業
の
継
続
財
源
と
し
て
基
金

に
残
し
、
残
余
の
２
億
２
千
万
円
は
、

各
市
町
の
出
資
比
率
に
基
づ
き
返
還
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
高
浜
町
分
の
返
還

金
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

【採
決
】

全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

■
議
案
第
１８
号
　
平
成
２２
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
予
算

《
予
算
の
概
要
》

平
成
２２
年
度

一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６５
億
８
、
８
７

３
万
８
千
円
で
、
対
前
年
度
比
は
０

・

３
％
の
微
増
で
す
。

子
ど
も
手
当
て
の
創
設
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
拡
大
な
ど
子
育
て
世
代

ヘ

の
援
助
と
、
白
宣
言
推
進
事
業
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
関
連
経
費
な
ど
今
後

の
町
づ
く
り
に
と

つ
て
必
要
な
投
資
に

重
き
を
置
い
た
予
算
と
な

つ
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
町
広
報
誌

５
月
号
を
参
照
下
さ
い
。

《審
議
の
概
要
》

【総
務
費
】

◎

「閃
き
」
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
２
０

０
万
円
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
新
規

事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
賑
わ

い
の
創
出
や
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
行

う
団
体
に
対
し
補
助
を
行
う
も
の
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。
ま
た
、
来
年

度
、
団
体
補
助
金
支
出
プ
ロ
セ
ス
の
ル

ー
ル
化
と
、
そ
の
成
果
の
オ
ー
プ
ン
化

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

◎
デ
ー
タ
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
費

４
、
６
５
２
万
円
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ヤ
ン
ネ
ル
を

９
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
み
と
し
て
、
こ
の
中

で
従
来
の
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
９
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
切
替
す
る
よ
う
に
し
、
更
に
Ｄ

ボ
タ
ン
で
デ
ー
タ
放
送
を
行
え
る
よ
う

整
備
す
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

現
在

の
文
字
情
報
を
送
る
Ｉ
ボ

ツ
ク

ス
は
、
こ
の
整
備
終
了
後
時
期
を
見
て

回
収
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【土
木
費
】

◎
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
負
担

金
に
関
連
し
て
、
高
浜
町
で
舞
鶴
野
原

港
高
浜
線
の
期
成
同
盟
を
結
成
し
、
道

路
整
備
の
要
望
活
動
を
行
う
べ
き
と
の

質
問
が
あ
り
、
現
状
で
は
野
原
港
線
の

整
備
促
進
に
は
高
浜
町
と
舜
鶴
市
で
温

度
差
が
あ
り
、
直
ち
に
期
成
同
盟
会
設

置
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、

政
権
交
代
に
よ
り
期
成
同
盟
会
に
よ
る

活
動
の
効
果
に
つ
い
て
も
検
証
の
必
要

が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。
た
だ
し
、

引
き
続
き
舞
鶴
市
と
は
道
路
整
備
の
協

議
を
継
続
す
る
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。

【教
育
費
】

◎
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
委
託
料
６
６

７
万
５
千
円
に
関
し
質
問
が
あ
り
、
平

成
２２
年
度
は
中
学
３
年
生
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ヘ
ー０
名
１０
日
間
派
遣
す
る
費
用

と
、
中
学
２
年
生
を
韓
国
ボ
リ
ョ
ン
市

へ
１０
名
５
日
間
派
遣
す
る
費
用
を
計
上

し
た
と
の
答
弁
が
あ

つ
た
。
な
お
、
参

加
者
の
個
人
負
担
金
に
つ
い
て
、
従
来

の
１
割
負
担
か
ら
、
近
隣
の
状
況
等
も

考
慮
し
て
２
割
負
担
と
す
る
と
の
答
弁

が
あ

つ
た
。

◎
学
童
保
育
事
業
に
関
し
、
平
成
２２
年

度
か
ら
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
学

童
保
育
も
県
の
補
助
対
象
と
な

つ
た
が
、

高
浜
町
は
小
学
３
年
生
ま
で
を
基
本
と

し
、
事
情
に
よ
り
小
学
４
年
生
以
上
を

受
け
入
れ
し
た
場
合
に
、
県
補
助
対
象

と
な
る
と
の
認
識
で
対
応
す
る
と
の
答

弁
が
あ

つ
た
。

ま
た
、
施
設
面
で
は
夏
休
み
中
が
課

題
で
あ
る
が
、
学
校
の
体
育
館
開
放
、

指
導
員
増
員
に
よ
り
、
現
状
施
設
で
対

応
可
能
と
判
断
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ

っ
た
。
委
員
か
ら
は
子
ど
も
の
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
現
場
サ
イ
ド
と
充

分
に
協
議
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

の
意
見
提
起
が
あ

つ
た
。

【採
決
】

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

‐
略
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回

常
任
委
員
会
報
告

委
員
長

粟

野

　

明

雄

■
議
案
第
１２
号

平
成
２．
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
１３
号

平
成
２．
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
が
統

一
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
た
。

全
員
賛
成
で
原
柔
可
決

■
議
案
第
１４
号

平
成
２．
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
１５
号

平
成
２‐
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
１６
号

平
成
２．
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
２０
年
に

一
区
画
売
れ
て
か
ら
売

り
上
げ
の
な
い
状
態
で
あ
り
、
よ
り

い
っ
そ
う
の
販
売
努
力
を
求
め
た
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
口
号

平
成
２．
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
２４
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

簡
易
水
道
で
の
獣
害
の
内
容
を
、
イ

ノ
シ
シ
が
ゆ
り
根
や
ミ
ミ
ズ
を
捕
る

た
め
に
取
水
路
を
荒
ら
す
。
水
量
確

保
の
た
め
に
採
石
を
敷
き
、
水
量
の

安
定
化
を
図

っ
た
。

全
員
賛
成
で
原
柔
可
決

■
議
案
第
２５
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

笠
原
の
し
尿
処
理
場
分
、
集
落
排
水

分
を
公
共
下
水
の
処
理
場
で
処
理
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
処
理
能
力
は
あ

る
こ
と
の
確
認
を
し
た
。
青
郷
処
理

場
分
ま
で
は
無
理
で
あ
る
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
２６
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

コ
ン
ポ
ス
ト
化
に
よ
る
肥
料
づ
く
り

は
採
算
が
合
わ
な
い
こ
と
を
確
認
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
”
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
公
有
水
面
埋
立

事
業
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
２８
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
宅
地
分
譲
事
業

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
２９
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
予
算

７
割
程
度
の
絨
毯
改
修
を
行
う
。
宿

直
業
務
を

一
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
た
。
地
産
地
消
を
要

望
し
た
。
宿
泊
利
用
率
は
３０

。
２
％

と
確
認
し
た
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
３０
号

平
成
２２
年
度
高
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

水
源
地
か
ら
配
水
池

へ
の
バ
イ
パ
ス

管
敷
設
は
、
東
三
松
の
は
場
整
備
と
、

調
整
し
て
進
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
妙
見
山
の
配
水
池
の
展
望
台

は
、
耐
震
の
観
点
か
ら
、
撤
去
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
３８
号

高
浜
町
ま
ち
の
駅
の
指
定
管
理
者
の

指
定

公
募
は
行

っ
た
か
と
質
問
が
あ
り
、

管
理
条
例
第
４
号
で
、
公
募
に
よ
ら

な
い
指
定
と
し
て
、
観
光
協
会
を
指

定
し
た
、
と
確
認
し
た
。

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
議
案
第
３９
号

高
浜
町
駅
併
設
観
光
振
興
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

■
陳
情
１
号

「選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法

の
改
正
」
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情

全
員
賛
成
で
原
案
採
択

■
陳
情
２
号

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
に

関
す
る
意
見
書
の
決
議

核
兵
器
を
廃
絶
に
は
賛
成
だ
が
、
核

の
平
和
利
用
と
混
同
さ
れ
て
も
困
る
。

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

全
員
賛
成
で
継
続
審
議

■
陳
情
４
号

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
抜
本
的
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

全
員
賛
成
で
原
柔
採
択

厚
生
文
教常

任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
田

中

　

宏

典

■
付
託
案
件

（補
正
予
算
案
件
）

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平
成
２‐
年
度
末
の
基
金
残
高
が
約
１

億
９
千
万
円
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
税
に
還
元
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
平
成
２２
年
度
が
見
直
し
の

時
期
セ
な

つ
て
い
る
た
め
、
検
証
し
て

い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

い
た
医
師
な
ど
の
人
件
費
を
特
別
会
計

に
計
上
し
た
こ
と
や
、
息
者
数
の
増
加

に
伴
う
医
薬
材
料
費
が
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
和
田
診
療
所
の

医
師
が
１
名
増
員
さ
れ
ま
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

保
険
料
の
据
え
置
き
が
決
定
さ
れ
て

お
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
今
後
、
余
剰
金

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■
付
託
案
件

（陳
情
案
件
）

「保
育
所

。
児
童
入
所
施
設
の
環
境

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
対

し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
陳
情
書
を
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
現
地
調
査

経
済
対
策
、
ま
た
環
境
対
策
の

一
環

と
し
て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
太
陽

光
発
電
施
設
設
置
工
事
の
現
状
を
確
認

す
る
た
め
、
高
浜
小
学
校
を
視
祭
し
、

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
施
設
は
、
町
内
の
す
べ

て
の
学
校
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

厚
生
文
教

常
任
委
員
会
視
察
研
修

（平
成
２２
年
２
月
―
日
）

０
社
〈不福
祉
法
人

南
山
城
学
園

全
爪
都
府
城
陽
市
）

障
害
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
研

修
。
南
山
城
学
園
は
、
城
陽
市
内

に
１７
の
施
設
を
有
し
て
お
り
、
今

年
４
月
か
ら
は
京
都
市
か
ら
指
定

管
理
を
受
け
て
京
都
市
内
に
入
所

施
設
を
開
設
す
る
。
今
回
は
敷
地

内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
障

害
者
支
援
施
設
、
知
的
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
祝
察
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
説
明
を

聞
き
な
が
ら
利
用
者
の
状
況
を
見

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
高

浜
で
の
必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と

「
つ
く
し
の
会
」
の

方
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
往
復

の
バ
ス
の
中
で
も
十
分
な
意
見
交

換
が
で
き
ま
し
た
ｏ
今
後
の
障
害

者
施
策
に
十
分
反
映
し
て
い
け
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
付
託
案
件

（当
初
予
算
案
件
）

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
に
つ
い
て

近
隣
市
町
の
状
況
を
確
認
、
基
金
と
合

わ
せ
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

◎
国
保
診
療
所
特
別
会
計

平
成
２‐
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
約

３
、
２
０
０
万
円
が
増
額
と
な

っ
て
お

り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

平
成
２．
年
度
に

一
般
会
計
で
計
上
し
て

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

町
内
の
介
護
施
設
は
飽
和
状
態
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
増
床
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
と
同
様
に
介

護
給
付
費
準
備
基
金
の
残
高
が
多

い
た

め
、
被
保
険
者
に
返
還
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
質
疑
が
あ
り
、
保
険
料
を
据
え

置
く
こ
と
で
被
保
険
者
に
還
元
し
て
い

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
保
険
料
の
見
直
し
を

求
め
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２‐
年
度
補
正
予
算
条
件
４
件
、

平
成
２２
年
度
当
初
予
算
案
件
５
件
を
慎

重
審
議
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
で

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
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炸

H委 員
委 員 会 報 告

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

的

場

　

輝

夫

■
県
原
協
第
２
回
理
事
会

・
平
成
２‐
年
１２
月
２４
日

美
浜
町
役
場
三
階
　
委
員
会
室

委
員
長
よ
り
民
主
党
地
域
戦
略
局

ヘ

の
要
望
活
動
に
つ
い
て
報
告
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
論
議
。

■
浜
岡
原
発
視
察

・
平
成
２２
年
１
月
ツ
日
～
１３
日

静
岡
県
御
前
崎
市
議
会

・
浜
岡
原
発

・

温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
祝
祭
研
修
。

■
県
原
協
要
請
活
動

・
平
成
２２
年
１
月
２０
日

県
議
会
議
長

・
県
副
知
事
に
対
し
三

役

・
理
事
か
ら
要
望
し
、
意
見
交
換
。

・
平
成
２２
年
１
月
２３
日

民
主
党
地
域
戦
略
局
に
赴
き
県
原
協

三
役

・
関
連
民
主
党
議
員
に
よ
り
要
請
。

■
町
原
特
委
員
会

・
一
月
二
十
五
日

高
浜
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
。

■
町
原
特
委
員
会

・
三
月
十
七
日

資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

。
文
部
科
学
省

等
今
後
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
し
た
。

鳥
獣
害
防
止
対
策

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

山
本

　

富

夫

当
委
員
会
は
、
各
集
落
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
調
査

・
座
談
会
の
中
間
報

告
と
意
見
集
約
を
行

っ
た
。
内
浦
地
域

で
の
猿

・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
深

刻
な
状
況
。
追
い
払
い
等
、
高
齢
化
で

集
落
で
の
人
員
確
保
が
困
難
に
あ
る
。

駆
除
等
の
抜
本
対
策
が
必
要
で
あ
る

意
見
を
確
認
し
た
。

り
、
今
後
の
対
策
と
し
て
進
入
防
止
柵

等
の
設
置
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

高
浜
地
区
に
お
い
て
は
、
比
較
的
被

害
は
少
な
い
が
、
子
生
、
坂
田

・
笠
原

地
区
に
お
い
て
は
猿
、
鹿
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
青
郷

・
内
浦
地
域
と
同
じ
被
害
傾

向
に
あ
る
。
和
田
地
域
は
、
弥
陀

・
車

持
地
域
で
の
猿
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

確
認
さ
れ
た
。
又
、
安
土
山
周
辺
で
鹿

に
よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。
今
回
、

‐４
ブ
ロ
ツ
ク
で
座
談
会
を
執
り
行

っ
て

い
る
が
、
多
く
の
意
見
と
し
て
、
増
加

す
る
獣
の
頭
数
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
効

果
が
出
な
い
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

集
落
で
の
獣
害
防
止
対
策
班
の
設
置

の
必
要
性
と
集
落
で
の
団
結
、
集
落
で

の
獣
害
対
策
の
勉
強
会
、
わ
な
免
許
の

取
得
な
ど
基
本
的
な
取
り
組
み
の
遅
れ

も
確
認
し
た
。

若
狭
消
防
組
合

．　
　
　
　
　
差戯
〈不
報報
生
口

圭峨

員

小
幡

　

生思
仁

第
１
５
０
回
若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例

会
の
報
告

（会
期
　
平
成
２２
年
２
月
２５
日

・
３
月

２９
日
）

《上
程
議
案
》

■
議
案
第
１
弓

平
成
２‐
年
度
若
狭
消
防
組
合

一
般
会

計
補
正
予
算

（第
２
号
）

。
お
お
い
町
単
独
事
業
の
確
定
に
よ
る

２
９
０
万
円
の
減
額
補
正

■
議
案
第
２
号

平
成
２２
年
度
若
狭
消
防
組
合

一
般
会

計
補
正
予
算

。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
、

１２
億

３
、
９
０
２
万
４
千
円
。

対
前
年
比
、
マ
イ
ナ
ス
ー

・
５８
％

■
議
案
第
３
号

若
狭
消
防
組
合
の
消
防
長
の
任
命
資

格
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
消
防
長
を
任
命
に
必
要
な
資
格
要
件

と
す
る
職
お
よ
び
期
間
を
定
め
る
条
例

全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決

地
域
医
療
対
策

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長

福

永

　

広

子

寄
附
講
座
開
設
か
ら
現
在
ま
で
の
地

域
医
療

の
状
況
及
び
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
町
長

・
保
健
課
長

・
地
域

医
療
推
進
室
係
長
の
出
席

の
も
と
説
明

を
受
け
、
そ
の
あ
と
意
見
交
換
を
行

っ

た
。

■
寄
附
講
座
開
設
に
よ
る
地
域
医
療
体

制
の
変
化
と
◆
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

■
地
域
医
療

へ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
の
概
要
説
明
。

■
来
年
に
移
行
す
る

「独
立
行
政
法
人

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
」

へ
の
取

り
組
み
方
に
つ
い
て
。

■
高
浜
町
コ
ン
パ
ク
ト
ン
テ
ィ
構
想
と

地
域
医
療
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。

■
地
域
医
療
含
同
会
議
の
◆
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
こ
れ

か
ら
も
国
や
寄
附
講
座
の
動
き
に
注
意

し
て
、
委
員
会
と
し
て
効
果
的
な
対
応

を
と

つ
て
い
く
事
と
し
た
。

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
報
告

委
員
長
　
的
場

　

輝

夫

■
政
務
調
査
費
制
度
導
入
に
つ
い
て

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
、

２
常
任
委
員
会
の
祝
察
研
修
は
残
し
、

５
特
別
委
員
会
に
か
か
わ
る
視
察
研
修

の
経
費
を
政
務
調
査
費
に
振
り
替
え
、

議
員
個
々
人
の
資
質
の
向
上
に
有
効
活

用
を
図
る
事
と
し
、
理
事
者
提
案
で
議

会
上
程
を
行
う
事
で
理
事
者
側
と
調
整

し
、
１
月
２５
日
の
議
会
臨
時
会
本
会
議

に
て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

■
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

２
月
１２
日

・
２４
日
の
両
日
、
議
員
定

数
に
つ
い
て
集
中
審
議
を
行
な

っ
た
が
、

大
方
の
合
意
を
得
る
に
至
ら
ず
、
委
員

長
よ
り
３
月
定
例
議
会
で
継
続
し
て
審

議
す
る
と
の
提
案
を
し
た
が
、
こ
れ
以

上
論
議
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
打
ち
切

り
と
す
べ
き
と
の
提
案
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
審
議
終
了
と
し
、
こ
の
条
件
に

つ
い
て
は
以
後
、
議
員
個
々
人
の
対
応

に
任
せ
る
こ
と
と
決
し
た
。

【塾

青
郷
地
区
に
お
い
て
も
内
浦
地
区
と

同
じ
被
害
状
況
に
あ
る
が
、
南
山
手
線

側
の
鹿
に
よ
る
被
害
も
増
加
傾
向
に
あ

嶺
南
広
域
行
政
組
合

議
会
報
告

議

員

山
本

　

一昌
夫

平
成
２‐
年
１２
月
２５
日

第
３
回
嶺
南
広
域
行
政
組
合
臨
時
議
会

が
開
催
。

■
第
５
号
議
案

平
成
２０
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合

一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
決
算
額
１３
億
８
、
８
６
４
万
４
、

９
６
３
円
で
歳
出
決
算
額
は
、

１８
億
８
、

６
３
１
万
４
、
６
２
０
円
と
な
り
、
差

引
２
３
３
万
３
４
３
円
と
な

っ
た
。

慎
重
審
議
の
結
果
全
員
賛
成
で
採
択

■
第
１
号
議
案

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
会
議
規
則

の

一
部
改
正
。

慎
重
審
議
の
結
果
全
員
賛
成
で
採
択
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簸
永住外国人に対する
地方参政権付与に
反対する意見書

永住外国人に対して地方

参政権を付与することには憲

法上問題があると考えざるを

得ません。

拙速な結論を出すことには

強く反対し、国会及び政府に

あっては法案を提出・審議す

る場合には、国民の幅広い

議論を喚起し、

地方の意見を

十分に聞くよう

強く求めます。

鱒
トンネルじん肺根絶の

抜本的な対策を
求める意見書

0国は、2007年 6月に調印した

「トンネルじん肺防止対策に

関する合意書」に基づき、ト

ンネルじん肺根絶のための

対策を速やかに実行すること。

●公共工事によって発生する

トンネルじん肺被害者の早

期救済を図るため、「トンネル

じん肺基金制度」

を早急に創設

すること。

慾
保育所・児童入所施設の

環境改善を
求める意見書

●保育所・児童入所施設の設

置及び運営に対し、必要な

財源を確保すること。

●保育所・児童福祉施設の職

員配置や施設基準を明記

している「児童福祉施設最

低基準」については、この基

準の引き上げに向けて改善

すること。

研
修
報
告

的

場

　

輝

夫

■
平
成
２２
年
２
月
４
日

神
奈
川
県
大
磯
町
議
会

行
政
改
革
と
し
て
事
業
仕
分
け
の
実

施
・町
民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
補
助
金
。住

民
主
体
の
町
づ
く
り
条
例
の
制
定
等
、
先

進
的
な
行
政
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。

◆
大
磯
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

条
例
の
重
要
項
目
は
、
①
情
報
公
開

に
よ
る
透
明
性
の
確
保
　
②
町
民
参
加

と
協
働
　
③
議
員
間
の
自
由
討
論
と
反

問
権
④
政
策
形
成
能
力
の
向
上
の
４
頂

目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
町
民
と
議

会
が
自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
コ
般
会

珪世

の
設
置
は
、参
考
と
す
べ
き
。

◆
大
磯
町
の
人
口
３
万
２
、
９
０
８
人

に
対
し
、
町
議
会
の
議
員
定
数
は
１４
人
で

あ
り
、
高
浜
町
は
人
ロ
ー
万
１
、
０
０
０

人
余
で
１６
人
の
定
数
で
あ
り
、議
会
自
ら

の
改
革
意
欲
の
違
い
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

◆
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
磯
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、

補
助
金
等
に
関
す
る
基
本
指
針
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
高
浜
町
に
お
け
る
補
助
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

■
２
月
５
日

千
葉
県
立
束
金
病
院

東
金
病
院
の
改
革
の
歩
み
と
今
後
の

展
望
―

「新
た
な
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
「
自
己
完
結

型
医
療
か
ら
地
域
完
結
型
医
療
へ
の
転

換
」
で
あ
り
、
「
地
域
医
療
支
援
型
病

院
」
と
し
て
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

◆
は
じ
め
に
か
か
げ
た
目
標
は
、
「
地
域

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

と
、病
院
経
営
の
健
全
化
」
で
あ
り

①
救
急
輪
番
制
の
導
入
に
伴
う
重
症
・救

急
息
者
の
積
極
的
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
　
②
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・予
約
診

療
制
、院
外
処
方
の
全
面
導
入
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
化
　
③
病
診
連
携
。医

薬
分
業
の
推
進
　
④
全
員
参
加
に
よ
る

病
院
経
営
の
基
礎
固
め
と
、
働
き
甲
斐
の

あ
る
病
院
づ
く
り
　
⑤

「
県
立
病
院
と

し
て
の
経
営
理
念
の
確
立
、東
金
病
院
憲

章
の
制
定
」
で
あ
る
。

◆
＞」
の
目
標
設
定
は
、
「わ
が
高
浜
町
の

地
域
医
療
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
に
向
け
て

の
「重
要
な
目
標
・課
題
」
で
あ
る
。

全員視祭研修報告

3月定例会において町議会の意思として、全員賛成または賛成多数で5件の意見書を、
内閣総理大臣をはじめ衆参両院議長、関係大臣などに提出しました。

慾
「選択的夫婦別姓を認める

民法の一部改正」に
反対を求める意見書

家庭の重要性が叫ばれる今日、むしろ必

要なのは社会と国家の基本単位である家

族の一体感の再認識であり、家族の絆を強

化する施策ではないでしょうか。一部の働く

女性から十日姓使用を求める声がありますが、

これについては、民法を改正する必要はな

く、各分野の運用面での対応等で、現実的

方策による解決を図るべきであります。

婚姻制度や家族の在り方に極めて重大

な影響を及ぼす、「選択的夫婦別姓を認め

る民法の一部改正」に反姑を

強く求める。

鱒
子ども手当財源の地方負担に

反対する意見書

●平成23年度以降の子ども手当は、国の責任とし

て実施すべきであり、全額国庫負担とすること。

平成22年度予算については、地方の事務負担

や費用負担について十分配慮すること。

●子ども手当によって目指す国の中長期のビジョン

と平成23年度以降子ども手当を実施する上での

財源確保の展望を示すこと。その際、納税者の

理解を十分に得られる内容とすること。

●子ども手当のような現金の直接給付だけではなく、

子育てをしやすい環境整備にも配慮していくこと。

0平成23年度以降の子ども手当の制度設計につ

いては、国と地方の役割分担の在り方を

明石雀化すること。また、国と地方の十

分な意見交換の場を設けること。

ノ

６
月
定
側
会
は

６
月
フ
ロ
開
会
の
予
定
で
す

議
人
只
本
会
議
。委
員
会
）
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

々

と
ヨ
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今
回
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
第
一次
産
業
の
担
い
手
」
は
、
若

宮
区
在
住
の
、
岩
本
裕
さ
ん
２５
で
す
０

１
年
間
、
広
報
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
第
一

次
産
業
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、後

継
者
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、貴
重
な

若
心
後
継
者
に
期
待
し
た
い
と
で
つ

思
い
か
ら
、
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
に

取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
本
さ
ん
は
、
祖
父
・要
二
さ
ん

ｍ
、
父
・芳
憲
さ
ん
∞
、
叔
父
・博
之

さ
ん
屏
と
共
に
漁
業
を
営
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

磯
部
　
武
史

岩
本
さ
ん
一家
は
、
年
間
を
通
し

て
、定
置
網
漁
を
中
心
と
し
た
漁
業

で
、
若
狭
湾
の
様
々
な
魚
を
水
揚
げ

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
表
紙
の
写
真
は
、

中
型
定
置
網
を
船
に
積
み
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
＞」れ
か
ら
の
季

節
は
主
に
サ
ゴ
シ
や
ア
ジ
を
ね
ら
つ

た
漁
に
な
る
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
、
親
子
三
代
で
力
を
あ
わ

せ
網
を
巻
き
上
げ
る
。
喜
び
も
苦
し

み
も
家
族
で
分
か
ち
合
う
と
い
つ
た
、

す
ば
ら
し
い
職
業
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

一
次
産
業
の
担

い
手

栗来策場甲欝
富 繁 輝 宏 武

誠 夫 昭 夫 典 史

纂

雷己

今
年
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
バ
ン
ク

ー
バ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
日
本
は
、

残
念
な
が
ら
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
不
況
下
で
選
手
の
育
成
費
も
カ
ッ

ト
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
現
実
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
折
り
、
選
抜
甲
子
国
大
会
で
高

浜
町
出
身
の
時
本
亮
君

（大
垣
日
大
高
）

が
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
て

「あ
り
が
と
う
！
」

さ
て
、
平
成
２２
年
度
予
算
も
成
立
し
新

た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

Ｃ０２
削

減
で
環
境
に
対
す
る
議
論
が
議
会
の
中
で

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
と
共

に
、
こ
の
問
題
と
向
き
合

っ
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
様
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

占
本
　
宮
夫

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
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